
為替週間展望＝ドル円は高値圏でのもみ合いか

　　　　　　　　　　［７月８日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    7 月 1 日～ 7 月 5 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  160.81   161.95( 3)    160.54( 5)    160.64   -0.24

ユーロ・ドル  1.0714   1.0825( 5)    1.0710( 2)    1.0822   +0.0109

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    40,912.37    +1329.29     日本10年債利回り   1.079   +0.022

ダウ平均株価    39,308.00     +189.14     米10年債利回り     4.359   -0.103

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

８日　　日本５月経常収支

　　　　日銀支店長会議、地域経済報告（さくらレポート）

　　　　独５月貿易収支

９日　　日銀が債券市場参会者会合を開催（９－１０日）

　　　　パウエルＦＲＢ議長議会証言

　　　　北大西洋条約機構（ＮＡＴＯ）首脳会議（１１日まで）

１０日　中国６月消費者物価指数、中国６月生産者物価指数

　　　　ＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金利

　　　　パウエルＦＲＢ議長議会証言

１１日　日本５月機械受注高

　　　　独６月消費者物価指数

　　　　英５月鉱工業生産指数、英５月製造業生産指数

　　　　英５月月次ＧＤＰ、英５月貿易収支

　　　　米６月消費者物価指数、米新規失業保険申請件数

１２日　中国６月貿易収支

　　　　日本５月鉱工業生産指数確報値

　　　　独５月小売売上高指数

　　　　米６月生産者物価指数

　　　　米７月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】米経済指標は強弱入り乱れる可能性はあるものの、いきなり大幅な

悪化の可能性は低い。政府・日銀による介入が警戒されるものの、ドル円は米経済指標

を眺めながらの推移が続くとみられる。日米金利が大きく縮小するような流れとはなり

にくく、ドル円はもみ合いながら緩やかに上値を追う展開になるとした。

　　　　

【米経済指標は鈍化や減速するものも目立つ】

　６月２８日にドル円は一時１６１円台に乗せた。７月１日以降はおおむね１６１円台

で推移しており、３日には一時１６１．９５近辺まで上昇して、１６２円乗せ目前まで

上値を伸ばした。なお、高値圏では政府・日銀によるドル売り円買い介入への警戒感な

どが上値を抑えており、上昇ペースは緩やかなものとなっている。

　　

　米経済指標は強弱まちまちながら、悪化を示すものも徐々に増えてきており、米１０

年債利回りも１日に４．４５％近辺まで上昇した後は低下を見せている。米国の株高な

どはリスクオンの動きにつながり、それが円売りにつながっている。また、日銀による

金融正常化への動きの鈍さもあり、対主要通貨で円は売られやすい流れが継続してい

る。
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　ドル円だけでなく、クロス円でも円売りの動きが続いて、大きく上昇している。ユー

ロ円は３日に１７４．５０台まで上昇して対ユーロでの最安値を更新している。ポンド

円は２０６．１０台、豪ドル円は１０８．５０台まで上値を伸ばしており、円独歩安の

様相を呈している。

　　

　１日の米６月ＩＳＭ製造業景況指数は４８．５となり、市場予想（４９．０）や前回

（４８．７）を下回った。２日の５月の米雇用動態調査（ＪＯＬＴＳ求人件数）は８１

４．０万人となり、市場予想（７９４．６万人）を上回ったものの、前回値は下方修正

された。３日の米６月米ＡＤＰ雇用統計は１５．０万人増となり、市場予想（１６．５

万人増）を下回った。

　　

　３日の新規失業保険申請件数は２３．８万件となり、事前予想（２３．４万件）を上

回った。米失業保険継続受給者数は１８５．８万件となり、事前予想の１８４万件を上

回った。米６月米ＩＳＭ非製造業景況指数は４８．８となり、事前予想（５２．７）や

前回（５３．８）を大きく下回った。このように米経済指標にも鈍化を示すものが増え

てきている。

　　

　２日に開催された欧州中央銀行（ＥＣＢ）フォーラムのパネル討論会で、パウエルＦ

ＲＢ議長は「利下げに踏み切るにはインフレ鈍化を示すさらなるデータの確認が必要」

「１年後にインフレが２％台半ばから後半になると予想している」などと述べた。さら

に「物価はディスインフレ傾向の再開を示すようになった」と述べたこともあり、ドル

売りの動きにつながった。

　　

　なお、パウエル議長は９日と１０日に議会証言を行う。ここでインフレ動向や利下げ

に関してなどに関して一段と踏み込んだ発言があるかどうかが注目される。ハト派寄り

の発言となればドル売りに傾く可能性もありそうだ。

　　

　米経済指標の鈍化が米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による年内利下げ期待につなが

っており、市場の予想では年内２回の利下げがコンセンサスとなりつつある。７月８日

の週は、１１日の米６月消費者物価指数が注目される。５月の米消費者物価指数、米個

人消費支出（ＰＣＥ）デフレータなどと同様に鈍化傾向を示すようならドルの上値を抑

える要因となりそうだ。

　　

　米経済指標が弱い場合にややドル売りに傾きやすくなりそうだ。ただ、円売りの流れ

は継続するとみられる。介入警戒感が根強い中、ドル円は高値圏でのもみ合いが続くと

みられる。ドル円の目先の予想レンジは、１５８．００～１６３．５０円。

　　

　日米の経済指標やイベントとしては、８日に日本５月経常収支、１１日に日本５月機

械受注、米６月消費者物価指数、米新規失業保険申請件数、１２日に日本５月鉱工業生

産指数確報値、米６月生産者物価指数、米７月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値な

どがある。

　　

【ユーロドルは戻り歩調で推移か】

　３０日のフランスの総選挙の第１回目投票は、予想取りにルペン氏率いる極右の国民

連合が第１党となった。ただ、過半数を占めるには至らず、おおむね市場予想の範囲内

だったとみなされ、ユーロ買いの動きにつながった。

　　

　３日にはＩＳＭ非製造業景気指数は予想外の弱さを見せ、判断基準の５０を下回っ

た。これがドル売りの動きにつながり、ユーロドルは一時１．０８１０台まで上昇を見

せた。ユーロドルは５日移動平均線をサポートに底堅い動きを見せ、２１日移動平均線

も上抜いている。堅調な推移が続く中、戻り歩調で推移するとみられる。ユーロドルの

目先の予想レンジは、１．０６５０～１．０９５０ドル。

　　

　７月４日の英総選挙では、最大野党・労働党が圧勝したと報じられており、政権交代

の可能性が高まった。おおむね予想通りの結果となっており、ポンドドルを下支えする

効果が期待される。

　　

　ポンドドルは１．２６００接近まで下落したところでは底堅く、もみ合い後に上昇に

転じている。ドルの弱さもあって、３日に１．２７台後半まで上値を伸ばした。その後



も堅調な推移を見せている。この流れを引き継いで、今後は緩やかに上値を追う展開と

なりそうだ。ポンドドルの目先の予想レンジは、１．２６００～１．２９００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、８日に独５月貿易収支、１０日に中国６月

消費者物価指数、中国６月生産者物価指数、ＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金利、１１

日に独６月消費者物価指数、英５月鉱工業生産指数、英５月製造業生産指数、英５月月

次ＧＤＰ、英５月貿易収支、１２日に中国６月貿易収支、独５月小売売上高指数などが

ある。
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